
大阪医科大学・看護学部・講師

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４４０１

基盤研究(C)（一般）

2020～2017

骨盤底筋群に作用する姿勢の探索―指導しやすい新骨盤底筋トレーニングの確立に向けて

Searching for postures affecting pelvic floor muscles :toward to development of 
the simple pelvic floor muscles training

７０５８２１４６研究者番号：

二宮　早苗（Ninomiya, Sanae）

研究期間：

１７Ｋ０１５６４

年 月 日現在  ３   ６ ２４

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、骨盤底筋群の随意収縮ができなくても骨盤底筋群を強化できる方法を確立
することを目的とした。超音波検査により、立位または立膝位をとり大腿骨を外転位とし左右の大殿筋を引き寄
せるようにすることで、骨盤底筋群の随意収縮時と同程度に骨盤内臓器が挙上されることを明らかにした。ま
た、上記姿勢による体操を12週間継続することにより、従来の骨盤底筋体操と同程度の尿失禁改善効果があるこ
とが示された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to develop a method that able to strengthen the 
pelvic floor muscles even if who cannot be contracted voluntarily the pelvic floor muscles. 
Abduction of the femur and bring the gluteus maximus to the midline in the standing or kneeling 
posture had been shown to elevate the pelvic organs as much as voluntarily contracting the pelvic 
floor muscles, using an ultrasonography. In addition, continued the training method for 12 weeks was
 as effective in improving symptoms of urinary incontinence as traditional pelvic floor muscle 
training.

研究分野：生涯発達看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
骨盤底筋群は身体内部にあるため、指導する側もされる側も骨盤底筋群を正しく収縮できているかを認識するこ
とは難しい上、指導しても随意収縮できない女性が27％存在するといわれている。本研究成果は、随意収縮がで
きなくても、骨盤底筋群の随意収縮と同程度の効果が期待できる方法を示した。これにより、指導してもうまく
できない例や患者自身によるセルフトレーニングも容易になると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
尿失禁は、生命に直接影響はしないものの、生活の質を低下させ、自尊心の低下など心理面へ
の影響も大きい。特に女性は、解剖学的構造や分娩などにより骨盤底筋群が弛緩しやすく、30～
40 歳代でも 27.3～32.4%に腹圧性尿失禁（Stress Urinary Incontinence, SUI）の症状が認めら
れる 1)。SUI の改善には、骨盤底筋群を随意収縮させることで強化する骨盤底筋トレーニング
（Pelvic Floor Muscle Training, PFMT）が治療の第一選択とされており 2)、切迫性尿失禁や男
性の前立腺摘出術後の SUI にも有効であることから、医療現場で看護師が指導することも多い。 
 しかし、骨盤底筋群は身体内部にあるため、指導する側もされる側も骨盤底筋群を正しく収縮
できているかを認識することは難しい。我々はこれまでに、座位や立膝位での撮影が可能なオー
プン核磁気共鳴画像装置（オープン MR， 0.5 テスラ SIGNA SP/2 ，GE Healthcare 社製）を用い
て骨盤底筋群の機能評価を行い、27.0%の人が指導しても骨盤底筋群を随意収縮できないことを
明らかにした 3)。これに対し、膣の内診や機器を用いたバイオフィードバック法などが試みられ
ているが 4)5)、いずれも正しく収縮できているかを確認あるいは指導するためのものであり、随
意収縮ができない人に適した骨盤底筋群の強化方法はないのが現状である。 
 我々は、オープン MRを用いた骨盤内臓器の位置評価 6）や、下着のサポート力を用いた骨盤内
臓器の挙上と SUI 症状の改善効果の検証 7）などの分析を通して、骨盤内臓器の位置は、骨盤底
筋群の随意収縮時以外にも、背部や臀部、大腿部等の筋収縮に関連した姿勢に作用される可能性
に気づいた。そこで本研究では、骨盤底筋群に作用する姿勢を探索し、骨盤底筋群の随意収縮が
できなくても姿勢のみで骨盤底筋群を強化できる方法を確立したいと考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、背部や臀部、大腿部等の筋収縮に関連する姿勢によって、骨盤底筋群の随意収縮が
できなくても姿勢のみで骨盤底筋群が強化できる方法を確立することを目的とした。具体的に
は、先行研究にて撮像したオープン MR 画像と超音波検査法を用いた骨盤底筋群に作用する姿勢
の探索を行い、それにより明らかとなった姿勢による尿失禁改善効果の検証を行うこととした。 
 
３．研究の方法 
（1）骨盤底筋群に作用する姿勢の探索 
 本研究に先立ち、姿勢と骨盤底筋群の位置との関連性について、先行研究において撮像した MR
画像を詳細に分析した。その結果、座位においては骨盤が後傾に傾くほど膀胱頸部の位置が下が
り、立膝位においては大腿骨が外転位となる姿勢のほうが内転位となる姿勢よりも膀胱頸部の
位置が高いことが明らかとなった。 
本研究では、上記結果に基づき、経腹超音波検査装置（Venue40，GE Healthcare 社製）を用い
て、40 歳代の一般女性 1 名を対象に、骨盤後傾を避け大腿骨が外転位となる姿勢を基本に、通
常姿勢における骨盤底筋群の随意収縮時の骨盤底筋群の位置と同程度になる姿勢を探索した（探
索①）。次に、30-50 歳代の一般女性 10 名に対して、探索①で明らかとなった姿勢による骨盤底
筋群の位置を、通常姿勢における骨盤底筋群の随意収縮時と比較し、探索①の結果が他の被験者
においても同様の結果となるかどうかを確認した（探索②）。 
（2）骨盤底筋群に作用する姿勢による、尿失禁改善効果の検証 
 探索①および②により明らかとなった姿勢をとることで、骨盤底筋群の随意収縮と同等の効
果が期待できるかを検証することを目的に、次のような介入実験を実施した。 
30-50 歳代の腹圧性尿失禁症状のある一般女性 60 名を、A群:従来の PFMT と B群:姿勢による
PFMT の 2 群に無作為に振り分けた。研究期間は、2 週間の事前確認期間と 12 週間の PFMT 実施
期間の計 14 週間とした。A群と B群の PFMT はいずれも、女性がセルフケアとして容易に実施で
きることを確認するため、研究者らによる直接の指導は行わず、被験者に「骨盤底筋体操の実施
方法」のリーフレットを渡すのみとした。リーフレットは、A5 サイズ見開きで、左半分に骨盤
底筋群の解剖構造や、骨盤底筋群の弛緩により腹圧性尿失禁につながることを図示し、右半分に
A 群と B 群で異なる PFMT の方法を図示したものである。A 群および B 群に配布したリーフレッ
トの右半分を図 1および図 2に示した。いずれの PFMT も、1回 3分間程度でできる内容とし、1
日 2回を 12 週間継続するように説明した。A群の PFMT は、先行研究 8)を参考にした。 
14 週間の実験期間中は、尿失禁回数、PFMT の実施回数などを記載するための排尿日誌をつけ
ていただき、PFMT 実施前後の尿失禁回数/週を比較することとした。また、国際尿失禁会議質問
票（ICIQ-SF）日本語版 9)および 1 時間パッドテストを介入前と 12 週後に自宅にて実施いただ
き、尿失禁症状の変化を比較することとした。 
（3）分析方法  
得られたデータは、統計解析ソフト SPSS Statistics 23（IBM）を用いて、基本統計量の算出
を行い、各群間の比較には Mann-Whitney U test を用いた。分割表の検定にはχ二乗検定または
Fisher’s exact test を用いた。同一群における介入前と 12週後の比較には、Wilcoxon signed-
rank test で比較した。有意水準は 0.05 とした。 
 



（4）倫理的配慮  
本研究の実施にあたり、京都大学大学院医学研究科医学部及び医学部附属病院医の倫理委員
会（C1332）、滋賀医科大学倫理委員会（29-252）、大阪医科大学研究倫理委員会看護研究専門部
会（看-139(2809)）の承認を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1．A群のリーフレットの右半分       図 2．B群のリーフレットの右半分 
 
４．研究成果 
（1）骨盤底筋群に作用する姿勢の探索 
超音波検査装置を用いて、40 歳代の一般女性 1 名を対象に、骨盤後傾を避け大腿骨が外転位
となる姿勢を基本に、通常姿勢における骨盤底筋群の随意収縮時の骨盤底筋群の位置と同程度
になる姿勢を探索した結果、立位または立膝位において骨盤後傾を避け大腿骨が外転位となる
姿勢をとり、左右の大殿筋を引き寄せるようにすることで骨盤底筋群の随意収縮時と同程度の
位置となることがわかった。この結果に基づき、30～50 歳代の一般女性 10名に対して上記姿勢
による骨盤底筋群の位置を、通常姿勢における骨盤底筋群の随意収縮時と比較した結果、すべて
の女性において同程度の位置となることが示された。このことから、従来の PFMT において正し
く骨盤底筋群を収縮できない女性であっても、姿勢により他動的に骨盤底筋群を収縮できる可
能性が示唆された。 
（2）骨盤底筋群に作用する姿勢による、尿失禁改善効果の検証 
30-50 歳代の腹圧性尿失禁症状のある一般女性 60名のうち、14週間の実験を完了できた女性
は A 群 30 名、B 群 26 名であった。介入前の両群間において、対象者の年齢、BMI、分娩回数な
どの属性や尿失禁回数/週、ICIQ-SF スコア、パッドテストの失禁量に有意差はなかった。A群、
B群ともに、介入前と 12週後の尿失禁回数/週、ICIQ-SF スコア、パッドテストの失禁量に有意
な減少が認められた。また、12 週後の両群間においては、尿失禁回数/週、ICIQ-SF スコア、パ
ッドテストの失禁量のいずれも有意差はなかった。このことから、姿勢による PFMT は尿失禁症
状の改善に有用であり、従来の PFMT と同程度の効果が認められることが示された。 
上記(1)(2)の結果から、姿勢や大殿筋などの身体表面の筋肉群の運動だけでも、骨盤底筋群に
作用し、尿失禁改善効果が期待できることが示されたことから、骨盤底筋群の随意収縮ができな
い女性に対し活用できると考える。 
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